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沖縄県石垣市白保方言 の 助詞
新 垣 公弥子
はじめ に･
本稿 で は石垣市白保方言の助詞 に つ い て ､ ∴調査 しえただ けの 資料に つ い て 報告するo
助詞 の働きに つ い て は､ 充分明 らか に され て い ない . こ の こと は､ 現代共通琴に磨 い て
も､ 琉球方言 に お い て も同様で あ る . 助詞が構文上重要な働きを して い 阜こと,は言う ま で
もな い が､ で は､ 構文上 どの ような働きを して い るか と い う こ とiyこなれ ば諸説 で異耳る.
山田孝雄 は､ 助詞 を観念語と観念語 の 関係を示す関係語と捉え､ 橋本進吉は文節を構成す
る付属語 ､ 時枝誠記 は話 し手の立場を表現する語と捉え､ 渡辺実 に至 っ て は､･実質概念と
実質概念の 関係を示 し､ 文甲成分 を構成する関係構成語 と捉えて い ろ. この-よう･-に助詞 の
捉え方が諸説 で異な るの は､ 助詞が文の構造と密接にかかわ っ て いるか らであろo_したが
っ
て ､ 助詞 の研究は､ 同時に文の構造 を どう捉え るかと い う文法上 の難問に直面せ ざ るお え
な い ｡ そ の た め文の 構造を どう考える か に よ っ て ､ 助詞の 分類も異 な っ てくる こ車に な亭｡
助詞研究 の方法論が確立さ れてい な い 中にあ っ て 橋本進吾 は助詞を断続の 関係､､さ ら に
続く場合 は どの ような語に 続くか､ そ して どの 串うな語に つ くかと い うこ と を基準 に分類
して い る ｡ 助詞を ､ 文節を構成する付属語と見た橋本の 見方 は ､ 助詞 ｢が+ ｢の+ の 解 明
に有効 であ っ た｡ 具体的に言 えば､ 着目する助詞が何を承けて い る の か ､ つ まり ｢承 ける
形式+ で古語の ｢が+,｢の+. は区別さ れて きT=. 古語の ｢が+｢
の+ はと もに体言 (ま た は
体言相当語) を承けるが ､ 両者 の違 い は承ける体言 (承ける形式) の違 い に･より ､ 区別 さ
れ て い た こと が明らか にさ れ た｡
橋本の着想 は中央語 の 研究で は大野 に よ.り､ ま た琉球方言で は内聞によ ･り確率､.発展せ
しめ られてきた｡ 筆者 は､ こ れ享でに も沖縄本島を 中心に助詞 の体系に つ い て報告 して き
た｡ 本稿で は八重山郡石垣市白保方言 に つ い て 報告する｡
Ⅰ 調査およぴ分析の方法
調査 は1999年3月 と1999年 9月 に行な づ た o 話者 は予備調
｢
査 ･ 本調査 ･ 補助圃査 を通 し
て宮良松氏 (1903生) で行な っ た ｡ 話者の 選出基準は､ 言語形成期(.1
■
5歳) を当地 で 過 ご
しか つ 両親 ･ 配偶者も当地の出身者で ある こ と
L
t
'.した｡ 分析 は内聞1683に従う｡
Ⅱ 助詞概説
1 . 助詞の 種類
白保方言 に は以下 の ような助詞が認め られる o
(1) 準体助詞
[ja ra] (やら)
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(2) 並列助詞
[tt1](と) [gar a] (か ら) [ju=] (か)
(3) 格助詞
[nun](が) ト](杏) [n a] (に) [go､ 90=](に) [ttSi](に) [tu] (と)
[te ni] (と) [9ar a](か ら) [ii､ ii=] (で) [n a=i､ tii](で)
】
:
[jaka､ jaka ニ､ -jak ka 汀 (よりか) bkan]▲(よ
■
b)､
(4)-割助南
･'[k左= mi､ ka =ni､ kaili] (ばかり-) [m adi](まで)
､
[9ur ai] (くらい)
恕詰責ばカ?kl?ri]L([*na9])
一
千ず志i].[s(?Li,)干さえ) [Siko
:]
r
'だ 桝
(51) 主係助詞 -
-∴加tl]-･l(ぞ)- - [n]三(ち)- I[ta 恥 tも･ak]'y(ち)､ :[ja]･(-は)
(6) 連体助蘇
'
[山]･(め)
(7)
l
接続助淘
[ba](ば) :[ttia =]
-(なちう ー[Siga]
‥
( けれ ども)-
し
[血 un 血]･i もの を)く`
[nts左hi
-
a(なが ら)-r .[ba n] (て も) ,[t‡ih] (て も) [tta ,
-ta]∴ (て),
一
∴
門主ke na](まま-) [m a ma](ま
■
｢ま)■
(8卜 終助詞
[do=] (ぞ) [ka]
'
a =](か しら
-
): [n･a] (な) -[tio =]
一r'(と さ)
I
[r a=]･(ね)･ ･ [!i9a] ･ ･(ゎに)
2 . 助諭と直前に来る語 との 関係
↓
各助詞と直前に来る語 .(以下 ｢郵ナる瀬式+)
･
'
と の 関係 に
y
はお よ･そ 次･`の よう な土と一が 認
4
め られ る｡
(1) 準体助詞 は､ 疑問詞 を承ける｡
(2)
,
(･,
3
(4
(5
(6
(7)
並列助詞 は､ 体言 ･ 活用語 を承ける｡
格琴南私 儀亭,･ 活用串 ･･,副甲を革け▲るo
副助詞担､ 体号 ･ 格助詞 ･ 活用語 ･ 副司を承け阜o
係助詞 は､ 体言･･ 格助詞 ･ 活用語 を承8才る..-
連体助詞 は､ 体言 ･ 格助詞 ･ 副助詞を承ける｡
接続助詞 は､ 活用語 ･ 体言を承 ける｡
(8) 終助詞 は､ 活用語 を承ける｡
3 . 助詞の 用法
(1) 準体助詞
① [ja ra]｢や ら+
(承ける形式)
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疑問討
[n uニ ]
'
a ra. ba9 kekn ba](何や らで も買 っ て こ い)
[dza=90- jar a
(2) 並列助詞
並列助詞と して は､
ba9 つg un S a=〕(何処や らで も行くさ)
以下 に ようなもの が認 められ る｡
① [tu]イと+
② [9ar a]｢か ら+
③ [ju=]｢か+
別個で 対等の概念を結びつ ける働きが ある｡ 別個で あるが ゆえ に先行概念と復行痕念 の
交替が可能で ある｡
① [tu] (と)
(承 ける形式)
体言
‾'
1da n
'
垣
■､ もa占tu 9g
i
t n] ( 君と私と葡く)+
[iam a n a= u s王 担 m m atudu bu r u] ( 山に は牛 と馬とぞ い る)
②' [gataヨ(から)
(承ける形式)､
森吉
[unu Gi=ia
ら沢山い る)
▼ ● ▼
in u 9ara m a 一〕a -
[uG G主tu 9a r a uta m a
③ [j11ニ] (か)
(承ける形式)
(a) 体言
[da= uta m a n u
三男か と思 っ た よ)
(b) 活用語
9a r a 90 =kad5i bu r u] (この 家は犬か ら描か
gar a Gin undz u man ri](老人か ら子供か ら家族多く て)
●
▼
d5in an ]u -
[ogun 虹 つgan u
sa n nan iu = tendu m utara=](君甲子の次畢か
ju= ba9ara n u](行くか行かない か分 からな い)
(3) 格助詞
格助詞 として 認め られる もの に は､ 以下 の ようなもの がある o
① [n u n] ｢が+
② [-]｢を+
③ [n a]｢に+
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④ [90､ 90=]｢に+
⑤ [tt5i]｢に+
@ tu]rtJ
⑦ [teni]｢と+
⑧ [9ara]｢か ら+
⑨ [与i､ ‡i=] ｢で+
⑬ [nat‡i､ t!i]｢で+
⑪ -[jaka､ jaka= ､ jakka=]｢よりか+
⑫.[9kan] ｢より+
① [n un]｢が+
(承 ける形式)
体言
[unu p皇t11
[u n u p皇t11
意)
[dz a= n u n
[paku nun
n u n .du aba ri～a =ru] ( あの 人が ぞ椅麗だ｡ あの 人が椅麗 だの 意)
n un du dz王= kaku](あの 人が ぞ字 ､T書く ｡ あの 人が字 を書く の
du. ba r王s a r o=] ( 何処 がぞ悪 い っ て ｡ 何処 が悪 い の か め意)
du mitsi n a butta r u=] (ハ ブがぞ道 に い る っ て o ハ ブが道 に- い る
そ うだの 意)
[abo n u n du 9gi te ni e ni ottaro=] ( 母がぞ行けと お し ゃ っ た o 母 が行け と
お っ し ゃ_
つ た の意)
(診 [-] ｢を+
当方言 で は ｢ を+ は表示 され な い ｡
[ju= ke=j弧] (魚 (杏) 買 っ た)
[m a= 90= d5in Giニr 11d (孫に お金 (杏) あげる)
③ [n a]｢に+
(承ける形式)
体言
■[甜kue n u
[a=bo =.
[p主te9i
[r ukud5i
ui 旦隻, S曲 血] (机の上 に置･(L)
ja Gi= 堅 0=ru] (母 は家に い る よ)
堅 ja=se= ibir血](畑 に野菜植える,)
n a u9ir血](六時に起きる)
④ [go､ 90:]J｢に+
(承ける形式)
体言
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[m o= 聖
[m a = 90=
[uss王naニ
[da n u 聖
[in aga 聖
[inaga 聖
ku=](こ こ に 来 い)
d5in -Giニ n m](孫にお金 ( 杏)あげる)
聖 du 9 gu](沖縄 にぞ行く-)
ka ni n a r a*u n] ( 君に だけ教 える)
tu p･itegi 聖 地 9 gu] (海に と･
,kWに と行く)
o9u.=](海に 行く か)
⑤ [tも§･i]｢に+
(承ける形式)
体言
[isa s茎ka tt～iニ 9gu] (石垣 に 行く)
@ [tu]rtJ-
(承 ける形式)
体言
[du s茎 1u a s茎pgn](友達 と･遊 ぶ)-
[uja･ 主竺. m a=dzo･,つ9u] (親と
一 緒 に行く)
-[m u9aS圭一垣 二`ka =rida ru].( 昔と変わ っ 七)
[u n u uta m a= buja 主竺 du a sipu](この 子 はお祖父さ4/とぞ遊ぶ)
⑦ [teni]｢と+
(承 ける形式)
(a) 体言
[na= ja ta r o二
[banu ju = ututu
くれ る の 意)
(b) 活用語
[ku r e= m a=ba n
[ka r aba nlユ te ni
te ni all eニn u](名 は太郎とぞ言う)
teni mir e r u] (私を弟と見 て く れ る ｡ 私を弟の よう古手患 っ て
te ni m uja ro=](これ は美味し い と思う)
ja n a m u n u n a rer u] (貸さ 心 ､-､ と悪者 に な っ た o 貸さ 塩 いと
言 っ た ら悪く言われた の意)
⑧ [9ara]｢か ら+
(承ける形式)
(a) 体言
[bas u ja
[G主t un utii
岳a k- ga r a du ¶idah%r u] (バ ス･は白保か らぞ出る､)
g ara jur u m adi 申
,
p% tar a9u](朝か ら夜まで も働く)
[与主nta 9a ra
[da n u. 9a r a
pe:ri 七e
･
=-r uュ(後ろか ら入 っ てく る
･
｡ 裏口か ら入 っ てく るの 意)
9u =ri ～i=] ( 若か ら御礼して o 若か らよく言 っ て お い て く-だ さ い の
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意)
[uta m a ga ra
[uta ma gara
[d un u gara
[us王naニ go=
pi= p%na 如 n a
.jo =](子かち 臥 離すな よ)
p昏nararu] (子か ら離れ
｢
る一)
っ9i] (若 か ら行け)
如 ni g
l
ara
■
′ 血 99u]･(沖縄に船か らぞ行く)
[g um aha r u kutu 9a r a e ndarir 皿コ(小さ な こ とか ら喧嘩する)
[uja 9ar a miruttSa =
[bu=p董tu 9ar ajar abi
[bu]
'
a inaga n u p% m a
い らした)
jar abi] (親か ら見 るな らば子供)
m m u r u at s王 m ar血] (大人 か ら子供 も沓集ま る.)
9a r a ar agi ottar u](お祖父 さん ､ 海 の 浜か ら歩い て
[bo=Si 9 kapan u sgknnSiニ i皇ta hu !皇tara gara a ragiha ru n](帽子も
か ぶ らな い で 太陽の 下か ら歩い て い る)
[os茎keニ 9gut anu piつ ga r a ja n a ]
''
ata r u] (天気は行く 日か ら良く なか づ た)
[u nu p皇to = bagaha9 ke9 9a r a ka=ri da r u] (こ の 人 は若 い 時か
T
ら変わ っ て
い た)
[kaku mu nu g ar a had5imiri] ( 書く もの かち始あち)
[un tl P圭tu ga r a du e ni had5imitaa ru] (この 人か らぞ言 い始 めた)
[i紺 m u s王
らぞ渡 るd
[p皇te9i
(b) 活用語
ja atu n aG皇ta p皇tu 9a r a dll b･atai･ u] ( 生き物 は後 に ｢した ､ 人 か
人から先 に渡 る句 意疎)
ga r a du 9gu](畑か らぞ行く)
[!i= pan a r aita 9a r a k11ニ](手､ 足 ､ 洗 っ てか ら来 い)
⑨ [ii､ !i=]｢で+
(承l才る形式)
I
､
(a) 体言
[帖t
,
i iidzl
'
kaku n](筆で字､ 書く)
[ii= ij sgknf血] (手で作る)
[sake= m e=
一
ij
ア
dil S曲dr u] I(酒 は米で ぞ造 る)
[s軸i ia m eニ iii du s甘keru]( 酒は米で ぞ造 れる)
､
[ku n u iigotoニ 約 sgka ij o wa nn] (この 仕事 は二 日 で 終わ る)
[a rum u nu 臼 m ania=Gi](ある もの で 間に 合せ ろ)
[knnu siguto= kikai ja s軸 且 n nSgkunSi= ～i= ii du s u=]
I
(との 仕事 は
機械 は使わな い で ､ 手で ぞ する)
[ku n u ki= ja
:
◆
ndgiri
∴
th bu
`
=n u !iユニ･ ke･=r un] (こ.の 木ほ鋸 と斧 で 伐れる)
[da n ttl･･ban 山 帖tafi･iii ヨ9a]■(君
.
t私 と二 人で 行 こう)
'[duミ
■
n n
''
hoごm u no二: ∴
y
lja : n u: ii
･ム
j
ノna r-t m] 領 分の 食 べ 物はね ､ どの よう に
で もなる).
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[u s主n a 90 jattSa= p 抽 ri ii n 9gnn]( 沖縄に で あれば
一 人で も行ける)
(b) 副詞
[baim a= o=bi= ‡i= ii=agir甲] (私たちだ けで 仕上 げる)
⑩ [n at‡i､ tii] ｢で+
(承ける形式)
体言
[ka=r a n at‡i a sgpu n] (川で遊 ぶ)
[ui tu S皇ta ra n at§i a sgpt m]( 上と下 で遊 ぶ)
[k unu k. =s王 ja us s王na= 吐i du s 如 r u] (午.の お菓子は沖縄で ぞ作るo こ
の お菓子 は沖縄で 作 っ て い る の意)
⑮ [jaka､ jaka =､ jakka =](よりか)
(承ける形式)
体言
[knri jaka k%ri du m a s王] (こ れよりかあれぞ ま しo こ れよりあれが 良い の意)
[mir u ]
･
aka dやニ ili.su : ･ m upuE ･du 1:d5ottu]へ( 見る よ りか自･分で する方 が ぞ
良 い o 見る より自.5)で する方が良 い の意)
[dan u jaka 約ka n a.: i:pito: t氾 r a nu] (君よりか 他 に良
い 人描い な い)
[darlu jaka 約ka n a: i=p主to = o=fa n u] ( 君より か他をこ良い 人 は
いら･つ し ゃ
らな い)
bgtlt anu baiu jaka ke=.r u.baiu.. du ina9a = .aこr?r uョ-･桁く時より･か 帰 る
時ぞ海 は荒れて い る｡ 行く時 より帰りLが海 は荒れて い る.の意)
[u ri 皇重 工 da= つgu･ m un u.I du･d5ott叫] (あれ よりか君 ､ 行く
の が良い o 彼
より君が行く方が良 い の 意)
[n uts王 jaka: taka r a n u muno: ne:n u](命よりか宝 のr-ち..OtまなL--
1
o 命より
宝物 はない の意)
[m m a njak ka = pimid5a ､一n u n du
より山羊が よく喰の意)
[n agu m un u 睦些至珪+ ba=r u.- m unu
泣く者より笑う者が良い の意) ,
㊨_ bkan]｢より+‥
(承ける形式)
体言
[niku 9kan in aga n u ]
'
u 二
より魚が高い の意)
[･約ju .9rka n nats王
ju=･ bo:コ(馬よりか山羊がぞ よく喰うo 馬
du m as.i].(泣く者よりか笑う者ぞ良い ｡
n un du takahar u]( 肉より海 の 魚がぞ高 い o 肉
du㌔ m as王]( 冬より夏ぞま し. 冬より夏が 良い の意)
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(4) 副助詞
副助詞と して は次の よ うな もの が認 め られる｡
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
@
⑨
⑲
[ka= mi､ ka=血､ ka ni]｢ ばかり+･( 限定)
[m adi] ｢ま で+ ( 到達点)
[9ur ai]｢ぐらい+ (程度)
[ba9a r a=] ｢ ばかり+
[n a]･｢ず っ+(等量の 数量 ･ 割合 ･ 分割)
[sa9i]｢さ え+(特殊な場合の例示)
[!皇ko=]｢だ け+ (範囲の 限定)
[obi]
一
｢だ け+ ( 範囲の 限定)
[kiri] ｢ きり+
[ka‡i] ｢しか+ ( 限定)
① [ka ニ mi､ kaニni､ ka ni] ｢ばかり+ ( 限定)
(承ける形式)
(a) 体言 ･
[t‡皇k由.g uro:- am i
[s%ki ka = mi du
[s王血 uts王 ･ ka = mi
[s王 m uts王 ka= mi
ka= mi du - 如ニ] (近 頃は雨ばか りぞ 降る)
n u mu](酒ばか り,ぞ飲 む)∫
du jil mi o 二 ru]･(書物 ばかりぞ読ん で い ら っ
.
L や る)
du jum tl] ( 書物ばかり ぞ読 む)
[unu p主tu ka = mi du
[Gi= nu kutu ka =ni
ba n u mir e r u] (こ の人 ばかりぞ私､ 見 て い る)
du 与iw a ～-e=r u](家の こ とば かりぞ心配する)
[m e=nitsl o sikeニ_janalka=pi du･ n a ru]
[s甘ko = m un 11ka=ni m utt与i ku =]
(毎月 天気 は悪くば かりぞなる)
:(使う.物 ばかり持 っ て来い)
[unu pito= a 紺 ね n u s曲 u n!i= 与igutu ka =ni･ du ,紺]._(こ の 人 は遊 ばな い
で 仕事ばかりぞする)
[p真山 ri ka=ni
[柑r u
[o=bi
[uri～
[da:
du n o90her u]( 一 人だ けぞ残 して い る)
nu s王 ka ni'du a r 11].(鳥の巣だけぞ ある)
ka ni no90 如 =] (これだ け残すの か)
karii
kani
鉦比!卑= mii&n](こ ればかr.りあればよ い)
bu rab an d5ottu](君 ばかり居 れば い い)I
(b) 活用語
[ja=se= n u de n ja takaha kaニ mi du n a r u] ( 野菜の 代金 は高く+ぼか りぞ
なる)
[na ma
(c)･ 格助詞
[u ri tu
[ba na二=.
du u9ita ka =ni](今ぞ起きた ばかり)
ka =ni asipg] ( あれと ばかり遊 ぶ)
ia= m 鉦 tu ututn -tu ka=ni
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du｡･b uru] (私嫁兄と弟と好かりぞ居 る)
[dan u
[da n u
go ka =ni p誉naha =r a]汁 (君に ばか.り話そう)
go kani du
[ban u ka ni miri n
[ka =ni]｢ばか り+ が ､
[uGG主tu tu jarabi
[jarabi
en u]-(君に だげぞ言う)
igan u](私ばか り見て も い けない)
【ja] ｢は+ と融合し[ka:-n e=咋 なる例も見られたo
tu ka=ne= n ogoha r u n u](老人と子供と ばかり柱頭せな い)
kan e= n o90ha r un u](子供ばかり は浅せ な い)
[m e:nits王 a9 ga ka n e= *arun n](毎日芋ばか･りは喰えな い)
① [m adi] ｢ま で+( 到達点)
(承ける形式)
(a) 格助詞
[pite9i 90 madi n sgkarir u n] (畑に まで も聞か れる)
(b) 体言お よび体言相当語
[a nta 9a r a inta
[n uffe r u p皇tu
[u n u ･i甘ku
m adi
m adi.n
m adi s anti
(c) 活用語
[be=bi kaku
[i主ta n u iru
m- p主s oga r un](乗車ら西音で も広が る)
也gaG主k血] ( 眠っ て い る人ま で も起 こし連れて いく)
m mi与an] (それ は どま で しなくて もよ い)
m adi m attSi=](少し書くで 待て)
m adi ku n attan] (太陽が 入 るま で 来なか っ た 0 日が 暮中るま で
釆なか っ たの 意)
[m adi] ｢ま で+ が ､ [ja] ｢は+ と融合し [m ade=] に なる例も見られた o
[ba : haku m ade: ku natta n]･( 私､ 書くま で は来 な か っ た ｡ 私が書 くま で釆 な
か っ たの 意)
③ [9u r ai]｢ ぐら い+ ( 程度)
(承ける形式)
(a) 休言
[u n u 91ユrai ja ban u
[kaku m u n ugu r ai ja
[uja tu
(b) 活用語
[da = sg=
uta ma 9ur ai
n na run](あの ぐらい は私 もできる)
n ar 皿] (書くもの
■
ぐら い はで きる)
ja s 如 naha rir Ⅷ] (雑と子ぐらい は養え る)
9u r ai ja baim aニ n aran u] (君､ する ぐらい は私たち は で きな い o
君の ように はで きない の意)
④ [もa9ara:]｢ばか り+
(承ける形式)
体言
[d5in ja ubi ba9a raニ no9a rer O] (お金 はい くらばかり残 っ て い るか)
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[u r e= ubi ba9a r a S O=] (これ は いく らばか ･りするか)
[m e= misgk am ba9a r a Giri] (米､ 3合ばか りこく‾れ)
⑤ [na]｢ ずつ+(等量 の数量 ･ 割合 ･ 分割)-
(承ける形式)
副詞
[ber=もi La mutt享i=]
､
(少しずっ 運 ベ).
[ba ニ kntu m be=bi n a m uiGiri jo=] (私の こと も少しず つ 思 っ てくれ よ)
⑥ [s a9iコ｢さえ+ (特殊 な場合の例示)
(承ける形式)
体言
[mi=d um utan sagi n a r umun u bidum u nu n a r a nu
(女速さえ で き ･る の に男が できな
､
い っ て こ-と はな い)
te nu- kuto = .ムe=n u]
[a mad主‡ 占agi 5b=tt!a
'
idir a rir 血] (髪さえ結え ば出られ る:0 - 髪 さ.え 結え ば 出掛
けられ るめ意)
[ni kn s agi ni=tt‡a二 m a= n a r u] (肉さ え煮れ ばもうで きる)
⑦ ゥ [i皇ko=コ'｢だU･+ (範囲の 限定)‾L
(承ける形式)
活用語
[ti= n u1 m utsarir止 ～主ko =
l' ふu
.
tt岳a=･･](手に持て るだ け持 とう)
[ho･= !皇ko = d5-in ja a n n] (食べ るだ けお金 はある)
⑧ [oもi]｢だ け+ (範囲の 限定)
(承ける形式)
(a) 活用語
[m adz amu ja Irk?:L
-壷 §-i ム n 血Sada r u].I(b- ば 酌ま思うだ けで も怖い)
(b) 体言
[ututu
.
oもi, ･15arab左n
'
sdriku =]∴(弟だけで あ っ て も連 れて 来い)r
[obi]｢だ け+ が ､
[ntlSittlri
'
占=be=
[ja]｢は+ と融合し [o=be=] に な る例も見 られ た｡
‡色=
'
naran t doニ] (盗人たけは'して はい けな いゃ)
⑨ [kiri]｢きり+
(承ける形式)
体言
[u nu 垣垂 kuno] (あれ きり釆な い)
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⑬-: Eka 柑 Tしか+ (限定)
(承ける形式)
体言
[p主t主H′i kaSi n ogo r e r o](
一 つ しか残 っ て い な い)
(5) 係助詞
係助詞と して は次 の ような もの が認め られる ｡
①･ [du] ｢ぞ+ (強調)-
② [n]｢ も+ (事情の 類似 した もの が他に もある ことを言外に示･し つ つ ､ -ある事 析
を取り立 て る)
③ [ta 臥 tta n] ( ち)
④ [ja] ｢は+ (他と区別 して取り立て る)■
係助詞 に は主に 文中で用い られ 儀謂･･ 疑問 ･ 反語な ど の 意味を表し､ Jこ れ巷承吋て 文
を結ぶ用言に影響を与え る職能があるo･
① [du]｢ぞ+(強調)
(承ける形式)
I
(A)
一一体言
[dz王= 垂 kake r o=] (字ぞ書く の だ o 字を書い て い る のだ の意)
[kaku m un u n 旦竺 a r u](書くもの ぞある. 書くもの がある の 意)一
号
[da = 垂 99u =] (君ぞ行くか｡ 君が行く のか の 意)`
[ba = Lu つgt n] (私ぞ行く. 私が行くの 意)
.
[ta = du s王m uts王 ju m o=] (誰ぞ書物読む の か o 誰が書物を読むか の意)
[bata n tln
[pa n n un
な い の意)
(b卜 格助詞 ･
[u n u p皇tu
心 mi p主tu･
■意)
1
I2-
[dza=
[paku
垂 ja mu sa =](腹がぞ痛い さo 腹が膚い ぬ意)
A
du iaニ mi a r a9ar u n a r O=ユ(足がぞ痛み歩けな い Q 足が痛 くて 歩け
nun
-
些 abati a : ru] (あの 人がぞ締麗だd･あの人が締麗だ の意)
h血 .du
o
dzil=-･ T kaku]･(あの 人が ぞ字､ 書(,0
/あ の 人が字 を書く の
n u n du bar王s a
n u n dtl mits王
二
･:,to =]rl(何処が ぞ悪い っ て o 何処が悪い の かの 意)
I
n a:-
1
b血tt
-
aiu こ](j､ブ がぞ道に い る っ て .L 人 ブが道 に い る
そうだの 意)
[abon un . 垂
+
99i te ni
l J
eni' ottaro:] イ母が ぞ行けとお しゃ う たo-母が行打とお -
しゃ っ た の 意)
･払ami tu 二･degtihi rth du ibir u](豆と大根.t ぞ植える
･
o･豆 と大根と を植え る の
意)
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② [n] ｢ も+ (事情 の 類似 した もの が他 に もある こと を言外に 示 しつ つ ､,.ある事柄を取り
立 て る)
(承ける形式)
体言
[a mi 望 fgGidaru ～iga katちi 些 細ki dar u](雨 も降 っ て い る けれ ど風 も吹
い て い る)
③
[p%n a 塁 S aki
【da = attsa = 9_
[da = attsa = 9_
[ta 恥 ttan] ( ち)
daru] (花も咲 い て い る)
ku= n](君 ､ 明日も来 るか)
ki=Gi=r tn] (君､ 明 日も来て くれるか)
(承ける形式)
(a) 体言
[u n u p皇to = ia = 垣聖 n u man u](こ の人 はお茶も飲 まな い)･
[u ntl Pito = ia= 垣空 つge=r a n u] (こ の人 はお茶もお飲み に な らな い)
[un 11 帖 s aニ m ma tta n ね =n o] (こ の 草は馬 も喰わ な い)
[Gi na tta m bu r a n u] (家に もい な い)
[unu p主to= tgn a ri go ttaつ っga n u] (この 人 は隣り に も行 か な い)
[tia = 壬生聖 n umiba =](お茶 も飲 め)
[is a s董ka tt!e= jarabi ta9 99u kuto = n a=r血] ( 石垣に は子供も行く. こと は
で きる)
(b) 活用語
[kaki hn ?a n u] (書 きもしな い)
[mid3i ta n s am.n]( 見 もしな い)
④ [ja] ｢は+(他 と区別 し て取り立 て る)
(承ける形式)
体言
[m e= iia i§a9aha du attaru] (米は少なくぞあ っ た ｡ 米は少なか っ たの意)･
[柑ju
r
.La pi二‡a riki= patara9a r u n u] (冬は寒い q)で 働けな い)
-[sattaニ 強 am aha n ‡iga m a=su ja sakor ahanu](砂糖 は甘い が塩 は辛い)
[u nu .帖ts a La pimid5a ja raba n han o] (こ の草は山羊 で あ っ て も喰わない)
･[s軸i 睦 me= ii du sgkeiu] (漕 は米で ぞ造 る)
[ja].rは+ が直前 の語 と融合し長母音化する例も見られた.
[sak里工 m e= ～i du s軸 u ru] (酒 は米で ぞ造る)
[n am a -･ n u ju nu n a9旦工 iimijas s aha n1(今の世の 中は住みやす い)
[k unu ko =s旦i m a=ha = n e=n u](こ の お菓子 は美味しくな い)
【un u jarab里工 m = teni en 年 ban sgka pu](こ の子 は何と言 っ て も聞か な い)
[u n u p主to= tsgニsan](こ の 人 は強 い か)
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[]
'
a]｢は+ が省略さ れ直接体言と用言 とが結びつ く例も見られる.o
[ban a= bakan u](私は書か な い)
(6) 連体助詞
連体助詞 に は[n u] ｢の+(連体修飾) が認 められ る｡
① [n u] ｢の+
(承ける形式)
(a) 体言
[ban a= 90 r O 竺望 uta m a ju =] (私は五郎の 子で す)
[k ur e= u n u pitu 堅 m un u] (これ はこ の人 の もの)
[m ma 竺竺 Giニ] (馬の 屋)‥
[ki= 聖 juda] (木の枝)
[ibi里竺 P魯n atta] (指の 先)
[u]
'
a tu uta m a 聖竺 naga] (親と子 の仲)
(b) 格助詞
[uja 9-0 竺竺 O mija9e ko =n] (親に の お土産 ､ 買う)
[uja- garal 聖 ti9qrni] (親か らの手紙)
(c) 副助詞
[ii ka =ni 聖 mits王] (石ば中り･の道),
[p皇te9i. m adi 些些. mits王] ( 畑ま で
の道)
(7ト 接続助詞
白保方言 の 接続助詞 に は次の よう なもの が認 め られ た ｡
① [ba]｢ば+ (条件)
② [ttSa=] ｢なら+
③ [i9a]｢ けれ ども+
④ [m unn n]･r もの を+
⑤ [nts a ni] ｢なが ら+
⑥ [ba n]｢て も+
⑦ [tiin]｢て も+
⑧ [tta､ ta]｢て+
⑨ [i主ken a] ｢まま+
⑲ [m a m a]｢まま+
接線助詞 は､ 表軍内容 と表現内容を時間的前後関係や条件と帰結 (原因と結果を含む)
どで結び付ける働きがある｡
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① [ba]｢ば+ (条件)
(承ける形式)
活用語
[ba= kaka ba miri] (私､ 喜 郎ぎ見 ろ)
② [ttSa =]｢な ら+
(承ける形式)
活用語
[ta kn ha tt!･a= ･ugar u na] ( 高い な らば登る な)
[miru tt5aニ w akarun] ( 見るな ら分か る)
[kaku tt‡aニ pe=ia n a ka.ki](書くな ら早く書け)
[ntsaha tt‡a = m tltS u n ajo=] (重い な ら持っ な よ)
[uri n u kn t!a ニ deニd3主](あれが来るな ら大変)
③ [ii9a] ｢ けれ ども+
(承 ける形式)
活用語
[Giニ n a tu = ru s曲 a r e n ii9a lta n･ da ra
-
n u
い て い る けど誰や らが居 る のか し ら)
[mirll !i9a W aka r a n tl]
[u nn 呈en ja n a=ha n
あちらま で い か な い)
[ba =n u n ha ri bohan
b血h､ kaja=]
て( 家にう ン プ つ
(見るけれ･ども分か らな い)
;
I
!i9a ha9
'
g
y
o
-
=･
■
m adil ･9ga n u],(
'
= の線 は長 い 吋れ ども
Siga
[!ek kaku iban !i9a k魯ra =
④ [m un un]｢ もの を+
(承ける形式)
活用語
[kaku m un u9 kaka n 11 te ni
⑤ [ntsani]｢なが ら+
(承ける形式)
活用語
[n umi nts a ni
bgi ntsani
[由iL
Y
nも畠, Ani
痛か っ た の意)
[!i9utu ～im
99ar u nu] (私も行 きた い けれ ども行けない)
ne=nuコ(折角植え たけれ ども枯れ七.しま一っ た)
l
e n u sa =] (書くもの を書か ない 七言うさ)
pa nas王 sa 二] (飲み なが ら話､ しよう) -
e=ヤ sgku n](行 きながら言 っ て おく)
i) an
ー
ja 二jahiidatar u](行き'なが ら
ご
,
-''&は痛か づ たム･ 行く時カゝら足は
ntsa ni p皇tu du ju+ニ] (仕事しな が らも人ぞ 言う｡ 仕事しな が
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ら人の こ とを叱る の意)
[juni rltS ani kaku L1](読み なが ら書く)
[rltS ani] ｢な が ら+‾が ､ [ja]｢は+ と融合し[ntsane=]に なる例も見られ た .
[jumi ntsan e= kaka rlユn tl](読みな が らは書けな い)
⑥ [ban]｢て も+
(承叶る形式)
活用語
[u=もi fa 二
[u=bi n um a
垣聖 bata 二 ntsa nu](いく ら食 べ て も腹は清た ない)
ba m bi=r an u] (いく ら飲ん で も酔わ ない)
⑦ [tSin]｢て も+
(承 ける形式)
活用語
[miri tiin w akar a n u] ( 見て も分か らない)
⑧ [tta､ ta] ｢て+
(承ける形式)
活用語
[he= 些 ga r a つga
'
r a=] (食べ て か ら行 こうね)
[血iri ta 払 =] ( 見て 貰お う｡ 見て か ら買おう の 意)
⑨ [!主ken a] ｢ま ま+
( 承ける形式)
体言
[ka : i皇ke n a he=r a rir u n] ( 皮まま食べられ る)
⑬ [m a ma]｢ まま+
(承ける形式)
(a) 活用語
[si= m a m a midz u go tgpi u rir un](着たまま水 に飛 び込む)
(ら) 体言
[ka= m a ma m ね =rir un](皮ままも食 べ られる)
(8) 終助詞
白保方言 の終助詞と して は次の よう なもの が認め られる ｡
① [do =]｢ぞ+一
② [kaja ニ]｢か しら+
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③ [n a] ｢な+
④ [t与oニ] ｢とさ+
⑤.[ra.=〕｢ぬ+
⑥ [!i9a]｢の に+
終助詞 は文末 にあた っ て完結作用を表す｡ 完結作用と は､ 文を文た らしめる もの で ､ 表
現内容と､ 話 し手との 関係付けをす るもの で ある｡
① [do=]｢ぞ+
(承ける形式)
活用語
[kn ma n a=
[ba= 9gu n
a r n n do =] (こ こ に あるぞ)
do =] (私､ 行くぞ)
[ku re= takaha n
② [kaja =] ｢か しら+
(承ける形式)
活用語
[uri ii mi‡a9
･[如 s u n 9guta
[ka m a= fgkaha
[u n n p圭tu. n u
③ [n a] ｢な+
(承ける形式)
活用語
[kattsa ba sgku
[urito: asgpu
do=] (これ は高 い ぞ)
kaja =](これ で 良い か し ら)
kaja =]( 去年 も行っ たか し ら)
d_a r u ka]
'
a =](あそ こ は輝い か しら)
ja m ja rjan a m un u- kaja=](こ の人の 病気 は悪 い もの か し ら)
三些](傘､ 忘れ るな)
n a jo二] (あ れと は遊ぶ な よ)
㊨ [t～o=]｢と さ+
( 承ける形式)
活用語
[m u9aS e: ugo =ba bdtta 什o=](昔は沢山い た とさ)
⑤ー [ra=]｢ね+
(承ける形式)
活用語
[os托i n u keニia wa r a=] (天気が良 い ね)
[mo= n a kaka r a=](こ こ に書 こうね)
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[u re= keニ‡aw a
[fgsa tgra r aニ]
ra =] (あれ は緒麗ね)
(草､ 取 ろうね)
⑥ [ii9a] ｢の に+
( 承ける形式)
活用語
[ba = haki o‡iru n
[ur eニ bu ニsan ‡i9a
ii9a ja] (私､ 書 いてあげた い の に ね)
r a=](これ は大きい の にね)
おわり に
助詞 の働きに つ い て は､ 充分明 らか に され て い な い o こ の こ と は､ 現代共通語 に お
い て
も､ 琉球方言 に お い て も同様 で あるo そ の ような中にあ っ て ､ 橋本進吾は助詞 を断続
の 関
係 ､ さ ら に続く場合 はどの ような語に 続くか､ そ して ど甲ような語 に つ くかと
い う こ と に
着目し た｡ そ の 着眼点 はの ち の 大野晋 (1987) に より継承 ､ 発展せ し
め られ て き た こ と は
周知の とおりで ある｡ 中央語 と同様 に ､ 琉球方言の 場合に も ｢承ける形式+
に より ｢ガ+
と ｢ヌ+ が弁別さ れて きた こ と は､ 内聞 (1996) に より明らか にさ れて い る･o 筆者 は ｢ 沖
縄県辺野書方言の助詞 ( -)+｢ 沖縄県辺野書方言の助詞 (二)+ ｢沖縄南部前島方言
の助詞+
と未調査地域 の助詞 に つ い て報告を進めて きた o 本稿 もそ の流れ の上 にあり､ 未調査地域
の体系 を明らか に した後 に は内間 (1996) に み られる よう な比較考察を行 な
っ て い く こ と
を目的と して い る｡ その前段階と して 本稿で は石垣市白保方言に つ い て報告した o 当方言
の 特徴と して は､ 格助詞 の ｢が+ に対応する助詞 [9a] が見られ ない点で ､ そ の 代 わり
と
して(5)①で 述 べ た ､ 係助詞の [du]｢ぞ+ が格助詞 ｢が+ 的な役割も担 っ て い るo
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